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近藤茂弘会場委員
「我等の生業」「台湾國歌」　

　本日は私がご挨拶させていただきます。
　今日は、9月19日(土)から23日(水)までの、5連休
についてのお話をさせていただきます。9月20日は、
彼岸の入りとされています。春分・秋分の日をお中日
とし、その前後の各3日を合わせた7日間。今月は、9
月23日前後ですので、20日からお彼岸の入りとな
り、仏事・仏参りをするとされております。9月21日は
敬老の日です。年齢がハッキリとはわかりませんが、
60歳からかと言われております。多年にわたり社会に尽くしてこられたお
年寄りを敬愛し、長寿を祝う日とされており、本日ご出席の会員の皆さん
のうちでも祝っていただける方がたくさんいらっしゃるのではないでしょう
か。これからも、元気に長生きして後輩の指導もよろしくお願い致します。
9月22日は国民の休日です。国民の休日についてご存知の方はいらっしゃ
いますか？1985年12月27日に休日法が改正され、前日と翌日が祝日で、
尚かつ、その日が日曜日か振替休日でない日を、国民の休日とすることに
なりました。9月23日は秋分の日です。祖先をまつり、亡くなった人を偲ぶ
秋の彼岸の中日で、もとは秋季皇霊祭と言われておりました。天文学で
は、太陽の中心が秋分点に達したとき、この日、昼と夜の長さがほぼ等し
い日とされています。二十四気の１つであります。二十四気とは、中国・日
本で年の太陽を黄道上の位置によって分けた二十四の陰暦上の時期の
ことで、五日を一候、三候を一気、一年間を二十四気に分けます。すなわ
ち、春は立春・雨水・啓蟄・春分・清明・穀雨、夏は立夏・小満・芒種・夏至・
小暑・大暑、秋は、立秋・処暑・白露・秋分・寒露、冬は、立冬・小雪・大雪・
冬至・小寒・大寒ですね。
　皆様のご長寿をご祈念致しまして、本日のご挨拶とさせていただきます。

田中政雄副会長副会長挨拶

第1427回例会

会員70名　出席47名  （出席計算人数53名）

出席率　77％ 9月 3日は補填により 93.8％

出席報告 八木沢幹夫出席委員

幹事報告
本日、例会終了後「桜の間」にて臨時理事会を開催致します。
次週9月17日（木）の例会はヒルトン名古屋28階「ウィンドーズ・オン・
ザ・ワールド」にて開催致します。なお、夜間例会ではございませんので
ご注意ください。
同じく次週9月17日（木）18時よりローズコートホテル3階「アプロー
ズ」にて井上浩子事務局員送別会を開催致します。
分区大会決算報告書がメールボックスに入っています。本会計に余剰
金144,876円を加算致しました。そのお金から例会に使用するピンマ
イクを購入する予定です。
10月1日（木）はガバナー補佐訪問です。第3回クラブ協議会を欠席さ
れる委員長は必ず代理をお立て下さい。
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髙木　勝幹事

臨時例会変更のお知らせ

※は休会・その他理由につきビジター受付はありません。
◇はサイン受付時間が17：30～18：30となります。

（注）

名古屋空港 9/21（月）※ 10/5（月）※

名古屋栄 9/21(月）※ 10/5(月）

名古屋東南 9/23（水）※
名古屋和合 9/23（水）※
名古屋名東 9/15（火） 9/22（火）※9/29（火） 10/6（火）※

名古屋北 9/25（金）※
名古屋南 9/23（水）※

名古屋守山 9/23（水）※9/30（水）
名古屋みなと 9/25（金）
名古屋中 10/5（月）

名古屋名南 9/22（火）※9/29（火）◇

名古屋錦 9/22（火）※9/29（火） 10/6（火）

名古屋葵 9/24（木）※ 10/8（木）※

名古屋名駅 9/23（水）※

名古屋千種 9/22（火）※ 10/6（火）※
名古屋大須 10/8（木）

名古屋東山 9/17（木） 10/8（木）※

名古屋名北 9/23（水）※9/30（水）

名古屋昭和 9/21（月）※ 10/5（月）※

あま 9/21（月）※ 10/5（月）

名古屋清須 9/22（火）※
名古屋城北 9/22（火）※9/29（火） 10/6（火）※

とうとう名古屋市長よりお祝いを頂戴しました。万才万才。

今日の卓話は入山プログラム委員長の発案で新しい企画で行われます。
ご期待ください。
卓話をよろしくお願いします。
松波先生、岩田修司さん、宗宮先生、先日は大変お世話になりました。楽
しい休日でした。
涼しくなってきました。ゆっくり旅行でも行きたいですネ！マカオ？

本日若手会員の卓話楽しみにしております。梅村さんよろしくお願いしま
す。
松岡くんと目が合いましたので。
新入会員さんの建前から本音までを聞かせてもらえるそうです。楽しみに
しています。
今月は私の誕生日です。
9月20日は妻の誕生日です。
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江口　金満さん

増田　盛英さん
梅村　昌孝さん

大嶽　達郎さん

内田　久利さん

入山　治樹さん
岩田　吉廣さん

守谷　巌樹さん
関谷　俊征さん
髙木　　勝さん

ニコボックス 八木沢幹夫ニコボックス委員
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今週卓話 9月17日（木）

次々週行事 10月1日（木）

次週卓話 9月24日（木）

ガバナー補佐訪問

会員卓話

テ ー マ

（アドバイザー）田口　豊さん
（在籍5年未満会員）市岡正蔵さん
若手会員よりのメッセージ

：

：

卓話講師
テ ー マ

財団法人 徳川黎明会 徳川美術館副館長 四辻秀紀さん
尾張徳川家の遺産
：
：

委員会・同好会報告

　卓話のスケジュールにつきまして皆様にはクラブ計画書にてお知らせ
いたしましたが、それ以降若干変更がございましたので最新版をファイ
ルに入れさせていただきました。ご覧ください。また、本日若手会員のトッ
プバッターをきって梅村さんに卓話をお願いしていますが、なかなか意見
を述べる機会のない5年未満の会員の方に今後順次担当していただきま
す。ただ、全くの新人会員の方ですと戸惑いもあるかと思いますので入会
して2年から3年あたりの方にお願いしたいと思います。そして先輩の方
には、新人会員の方の話を聞きぜひ忌憚のない意見を頂戴したいと思い
ます。よろしくお願い致します。

プログラム委員会：入山治樹委員長

卓話 （アドバイザー）岩本成郎さん
　　　　（在籍5年未満会員）梅村昌孝さん

　在籍5年未満会員の梅村です。2006年に入会して
3年が経過しました。これまで続けてこられましたのは
皆さんの温かいご指導のおかげです。これからも今ま
で通りご指導を賜りますようにお願い申し上げます。
本日は3つのテーマをいただいております。1つ目は
ロータリー入会前と入会後で変わったこと。2つ目は
ロータリー入会後2～3年経った今の疑問点。3つ目

はロータリーの先輩への要望事項です。1つ目のテーマについて、出題者
の意図を考えますと、3年もあれば当然私自身が何か成長しているだろう
と思われているように思えてなりません。そうなるとこのテーマは「ロータ
リーに入会してあなたはどのように成長しましたか」ということになりま
す。私はもともと自分自身を見直したり、自己評価をして自分をより一層
成長させるというような立派な人間ではありませんので、どのように変
わったか実は私自身がよくわかっておりません。そこで、入会させていた
だいて私のまわりの環境が変わったことで時々見つけるようになった
ロータリーに潜むスーパーマンについてお話させていただきたいと思い
ます。入会後、私は時々スーパーマンを発見します。もう二年ほど前になり
ますが、ある日の例会の卓話の担当は松波さんでした。私は当時会場委
員でしたので、例会前から卓話に使うDVDの用意を手伝っていました。
例会に使用していた映写機器は時々調子が悪いことがあったのでいつも
のことかと思っていたのですが、どうしてもDVDを映写することができま
せんでした。困った松波さんは、ご自分で新しいプレイヤーを購入にでか
けられました。私もお供をさせていただきましたが、その時お店の方の説
明ではプレイヤーの構造上の問題で、そのDVDは映写できないというこ
とでした。ということは松波さんはその日用意していた卓話ができなく
なったということです。例会場にもどった時にはすでに例会が始まってお
り、松波さんはどうするのか心配していましたが、いつもとかわらぬご様
子でした。いよいよ卓話の時間になると松波さんは何もなかったように演
壇に上がられ、そしてその日の卓話の予定を全て変更して原稿もなしで
フリートークで卓話をやり遂げられました。内容はご自分の視力の話と仕
事での興味深いあれこれでした。終わってみればこの日の例会はいつも
と変わらずスムーズに進行し、このトラブルに気付いた人は少なかったの
ではないでしょうか。25分間の卓話を直前のトラブルのために全く内容
を変更せざるを得なくなり、また新しいスピーチの内容を考える時間もな
い状態でフリートークでバッチリやり遂げるなんてことができますでしょ
うか。当然私はとても信じられませんでした。例会後「どうしたらそんなこ
とができるのですか」と松波さんに尋ねると、さも当然のように「別にたい
したことじゃないよ」とおっしゃいました。これには唖然としました。この日
私の中にスーパーマン1号が誕生しました。
　昨年度のことですが、分区幹事代理という聞いたことのない役をいた
だきました。「勉強になる」「いい経験になる」というお言葉をいただき、何
もわからず引き受けました。近藤雄亮さんのガバナー補佐訪問のお供を
させていただいたり、分区運営委員会のお手伝いをしました。それだけで
も私には大変なことで思いもよらない時間と空間の中へ連れていってい
ただき、強烈な体験となって今も私の中に残っています。私が初めてガバ
ナー補佐訪問のお供をさせていただいた時、私はこの日が他クラブの例
会に出席するのは初めてでした。例会前の懇談会では、会話の内容はほ

若手会員からのメッセージ

とんど理解できませんでした。名古屋RCだったのですが、ここは他とは違
うと聞いていたのですが、予想以上にすごいと驚いたことを覚えていま
す。例会には200人近い人が出席されており、人もテーブルも多く、かな
りの威圧感を感じました。しかしメンバーの皆さんは優しく、「ようこそ」と
お声をかけていただきました。例会が始まると私まで来客として紹介され
てびっくりしました。しばらくして近藤さんの卓話が始まりました。近藤さ
んはいつものように落ち着いておられて堂 と々していました。しっかり皆
さんの顔を見ながら話を進めておられたことを覚えています。話の内容は
生物の進化を元にされて、これからのロータリーは単に強いだけではな
く、世の中や環境の変化に敏感に対応する能力を身につけていくことが
重要であり、それがこれからのロータリーの進化・発展に繋がるのだとい
うお話でした。そしてこの日の近藤さんの卓話で、私と近藤さんとの差に
大きなカルチャーショックを受けました。
　質問1です。入会前にはこのようなスーパーマンに出会うことはありま
せんでしたが、入会後にちょくちょく出会うようになりました。これはロー
タリークラブがすごいのでしょうか。それともロータリーのメンバーがす
ごいのでしょうか。
　質問2です。ロータリーではクラブがすごいメンバーを育てているので
しょうか、それともすごいメンバー（スーパーマン）が優れたクラブ、メン
バーを育てているのでしょうか。実は以前髙須さんにこの質問をしたこと
があります。その時は髙須さんらしいわかりやすい単刀直入なお答えをい
ただきました。その答えには箇条書きで裏付けがされていました。

　新入会員としてすばらしい経験談でした。各論的
ではなく総論的に、ロータリアンとしてあるべき姿を
お話したいと思います。ロータリアンは常に奉仕の気
持ちを持つことが大切です。また、日常生活の中で、
いつもどんな気持ちで世間を見ることができるか、こ
れが大切ではないかと思います。そして、そのように
できるのは各自の職業があってのことです。そして、

職を大切に反映してこそ奉仕ができるということです。職業という言葉は
社会人の定職・家業・事業・専門職、あるいはその職務を指すものであり
ます。ロータリーは職業奉仕という言葉を使用するに当たり「奉仕」という
言葉を広い意味で使用しています。単に事業・専門職務における取引行
為や販売された商品を指すのではなく、相手のニーズと境遇に対して正
当な考慮を払い、他人に対してはいつも思いやりの心を持つことを指すと
思っております。事業および専門職務の道徳的水準を高めること、あらゆ
る有用な業務は尊重されるべきであるという認識を込めること、そして
ロータリアン各自が業務を通じて社会に奉仕するために業務を真にある
努力を育成しなければなりません。ロータリアンとして大切なことは奉仕
です。そのためには職業を大切にすることが一番大事ではないかと思い
ます。「職業奉仕」は四大奉仕の中でも大切なものです。須く職業があって
のことです。ロータリアンとして育成していくためには、この道で携わって
いくためには、こういうことが大切ではないかと思います。
　総論として、想像力で新たなニーズに向け積極的な行動と対応で前進
し、技術力を公表し、豊かな社会づくりに貢献していかなければなりませ
ん。また、ロータリアンの本質は思いやりと助け合いを友愛と奉仕の理念
として組織をしております。そして、そこに生き甲斐を持つ者の集まりが
ロータリーです。いわゆる実践に重きを置く意志を持ってもらうことが大
切です。ロータリーとは何かについて色々な考え方がありますが、梅村さ
んはさきほどスーパーマンになぞらえてこの会の良さを非常にうまく説明
されました。これからも会の発展に大きく努めていただきたいと思います。
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